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患者「肝炎医療コーディネーター」の役割と次世代医療者への受講推進 
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研究要旨 

【背景】わが国の肝炎・肝がん対策の推進において活躍が期待されている肝炎医療コーディ

ネーターは、全国すべての都道府県でこれまで約 25,000 人が養成されている。受講者の

職種は看護師、医師、薬剤師などの医療者を中心に自治体職員や介護職員、医療機関の事

務職員など多岐にわたるが、患者や患者会メンバーの受講を推進している都道府県もみ

られる。患者や患者会メンバーの肝炎医療コーディネーターとしての役割とは何か、さら

に患者が肝炎医療コーディネーター養成研修の推進を行う意義について検討した。 

【方法】１）患者や患者会メンバーの肝炎医療コーディネーターとしての役割、２）肝炎医

療コーディネーターの認知向上のための活動や、これから医療者となる医療系学生等に

養成研修会受講を推進することの重要性について現状と課題を検討した。 

【結果】１）慢性疾患のため長期療養を強いられている肝炎患者は、医療者が知り得ない不

安や感染症患者として受ける差別、偏見等について、肝炎医療コーディネーター養成等で

講師として発信を続け、理解を深めることに成功している。また、患者自身が肝炎医療コ

ーディネーターとして患者に相対しピアサポートを行うことは、同病同士でその思いを

共有することが可能となり、それは療養においても日常生活においても非常に重要であ

る。 

２）患者会では、医療系の大学や専門学校の講義において肝炎患者としての経験や思いを伝

え、肝炎医療コーディネーターの存在やその役割について説明、患者にとって肝炎医療コ

ーディネーターがいかに重要な位置を占めているかを啓発し、さらに肝炎医療コーディ

ネーター養成研修の受講が、医療者としてどれほど患者を深く理解することにつながる

かを訴え、都道府県の養成研修会の受講を勧める取り組みをおこなっている。課題として

は、これらの活動をより多くの地域に推し進め、また、全国の医学部、看護学部、その他

の医療系、保健系、福祉系、介護系の大学や専門学校に加え、今後は高校等にまで広げて

いくことである。全国の医療者を目指す学生、一般の学校教育に浸透していくことで肝炎

患者に対する理解がより深まり、結果として患者に対する偏見や差別の解消につながる

と考えられる。 

【結語】肝炎患者や患者会の役割として、ピアサポートを含めた肝炎医療コーディネーター

としての活動を通じてわが国の肝炎・肝がん対策に関わる次世代の医療・福祉・介護従事

者の育成に貢献したい。 

  



Ａ．研究目的 

肝炎医療コーディネーターの養成は、平成

20年 3月に厚生労働省より通知された「肝

炎患者等支援対策事業実施要綱」に基づき

行われている。 また、養成については、平

成 28年に改正された「肝炎対策の推進に関

する基本的な指針（※）」第５（２）イ「肝

炎医療コーディネーターの基本的な役割や

活動内容等について、国が示す考え方を踏

まえ、都道府県等においてこれらを明確に

した上で育成を進めることが重要である」

を受け、現在すべての都道府県において推

進されている 

また、平成 29 年 4月に厚生労働省健康局長

より通知された「肝炎医療コーディネータ

ーの養成及び活動について」では、「1人で

全ての役割を担うのではなく、様々な領域

のコーディネーターがそれぞれの強みを活

かして患者をみんなでサポートし、肝炎医

療が適切に促進される様に調整（コーディ

ネート）する」とあり、対象を「保健師 患

者会、自治会等 自治体職員 職場関係者 看

護師 医師 薬剤師」としている。これは令和

4年 3月に開催された「第 29回肝炎対策推

進協議会」の資料にも見られる 

患者会（患者）も肝炎医療コーディネーター

となり、患者の強みを活かし患者をサポー

トする、つまり「ピアサポート」を実践する

ことがここで提唱されている。 

しかしながら、厚労省肝炎対策推進室の調

査によると、令和 2 年度、養成研修会に患

者の参加が許されている自治体は 47 都道

府県のうち 26であった。ここ数年増加傾向

ではあるものの、患者が肝炎医療コーディ

ネーターになることすらできない自治体は、

いまだ半数近くに及ぶ。この現状において

肝炎医療コーディネーターとしての患者の

強み、役割とは何か、検証する。 

さらに患者会や患者による肝炎医療コーデ

ィネーターの活動として、養成研修会の受

講者に患者の立場や思いを理解してもらう

ことを目的として、講義を行うことが複数

の自治体で行われているが、さらに将来の

医療者に対し、授業の一環である講義の中

で肝炎医療コーディネーター養成研修会の

受講を勧め、肝炎医療コーディネーターと

して活動することを推進する活動も併せて

紹介する。 

（※）令和 3 年度に改正された指針の第 5

（２）イにはさらに「地方公共団体は、国、

拠点病院と連携して、肝炎医療コーディネ

ーターの育成後もその活動状況の把握に努

めるとともに、肝炎医療コーディネーター

間の情報共有や連携がしやすい環境の整備

に努めることが重要である」と追記、育成後

の活動状況についても言及された。 

 

Ｂ．研究方法 

１)患者や患者会メンバー3 名（患者 A：関

東 S 県在住 1 名、在住県の肝炎地域コーデ

ィネーター、関東 T在住 2名、患者 B：C県

の肝炎医療コーディネーター、患者 C：S県、

N県、H県の肝炎医療コーディネーター、在

住自治体は肝炎医療コーディネーターの養

成を職域に限っているため患者が関係する

他県にて取得）による座談会（令和 3年 12

月 4日実施）と 4回の Webミーティング（令

和 3年 12月 10日、18日、令和 4年 1月 28

第 29回 肝炎対策推進協議会 令和 4年 3月 18日 資料 2

「肝炎対策の国及び自治体の 取組状況について」より 



日、2月 21日実施）を行い、患者コーディ

ネーターの強み、役割を検討した。 

２) 患者 Aは、県の拠点病院担当医師より

大学医学部の学生に対し、肝炎患者として

講義をおこなうことを依頼され登壇してい

る。講義の内容は、肝炎患者の思い、肝炎医

療コーディネーターの認知向上のために養

成研修会受講を勧める、という 2点である。

将来の医療者に肝炎医療コーディネーター

推進することの重要性について現状と課題

を検討した。 

 

Ｃ．研究結果 

患者 A、B、C、による座談会及び Webミーテ

ィングの結果、患者肝炎医療コーディネー

ターの強み、役割は以下であると考えられ

る。 

１）慢性疾患のため長期療養を強いられて

いる肝炎患者は、自らの療養体験の中で医

療者が知り得ない不安や、感染症だからこ

そ受ける差別、偏見について都道府県にお

ける肝炎医療コーディネーター養成やスキ

ルアップ研修会で講師としてその思いを発

信し理解を深めることに成功しており、こ

れが強み、役割と考えられる。 

また、肝炎医療コーディネーターの役割の

ひとつに患者サポートがあげられる。（前掲

の「肝炎医療コーディネーターの養成及び

活動について」参照）。患者肝炎医療コーデ

ィネーターが患者へのサポートを通じて、

患者同士で思いを共有することは、ピアサ

ポーターならではの強みであり患者医療コ

ーディネーターの大きな役割であると言え

る。患者肝炎医療コーディネーターとして

ピアサポートを行うことは療養においても

日常生活においても非常に重要である。 

２)患者 Aの活動は、医療系の大学や専門学

校の講義にまで広がり、肝炎患者としての

経験や思いだけでなく、肝炎医療コーディ

ネーターの存在やその役割について紹介、

患者にとって肝炎医療コーディネーターが

いかに重要な位置を占めているかを啓発し

ている。さらに肝炎医療コーディネーター

養成研修の受講が、医療者としてどれほど

患者を深く理解することにつながるかを訴

え、都道府県の養成研修会の受講を勧める

取り組みをおこなっている。課題としては、

これらの活動をより多くの地域に推し進め、

また、全国の医学部、看護学部、その他の医

療系、保健系、福祉系、介護系の大学や専門

学校に加え、今後は高校等にまで広げてい

くことである。 

患者による A 県養成研修会時のスライド 

患者 A による臨床検査技師対象の講義スライド 



Ｄ．考察 

患者会、患者が肝炎医療コーディネーター

となり、ピアサポートを実施することは、長

期の慢性疾患を患う肝炎患者にとって、治

療を前向きに進めることを可能とするだけ

でなく、何より感染症患者という思いの共

有が可能となる。これまで患者会が発足と

同時に患者同士で行ってきたことが、行政

事業の中に組み込まれることが、非常に大

きな意味があると考えられる。 

また、全国の医療者を目指す学生に肝炎医

療コーディネーターの存在意義を伝え、肝

炎医療コーディネーター養成研修会を受講

することを勧めることは、将来肝炎にかか

わらない医療者に対しても、肝炎患者に対

する理解が深まることに繋がると考えられ

る。他科の医療者の無理解により苦しむ患

者にとっては、偏見や差別の解消に結びつ

く最も有効な方法であると思われる。 

 

Ｅ．結論 

肝炎患者や患者会の役割として、ピアサポ

ートを含めた肝炎医療コーディネーターと

しての活動を通じて、わが国の肝炎・肝がん

対策に関わる次世代の医療・福祉・介護従事

者の育成に貢献したい。 

 

Ｆ．研究発表  

１．論文発表 

なし 

２．学会発表 

2022年 6月に開催される日本肝臓学会総会

メディカルスタッフセッションにて発表予

定 

Ｇ．知的所有権の取得状況 

なし 

１．特許取得 

なし 

２．実用新案登録 

なし 

３．その他 

なし 

 

 

 

 

 


